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2015年度SIPS

 第1回金流商流情報連携タスクフォース議事録(案)




　

国連CEFACT日本委員会
一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

1． 開催日時　：　2015年5月29日（木） 14：00～17：00
２．開催場所　：　機械振興会館5階　5S-1会議室　
３．出 席 者　： （順不同・敬称略） 


幹事会員
遠城　秀和
NTTデータシステム技術株式会社
　 　
特別会員
山内　大二郎
一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会


幹事会員
兼子　邦彦
小島プレス工業株式会社


幹事会員
斉藤　孝平
株式会社NTTデータ

幹事会員
上利　慶太郎
株式会社NTTデータ
幹事会員　
貴田　隆行
株式会社NTTデータ
幹事会員　　　 伊原　栄一　   株式会社グローバルワイズ
幹事会員
藤野　裕司     株式会社データ・アプリケーション

正会員　   　　川路　義隆　 　有限会社スクラッチソフト

正会員　　   　宮崎　暁久　　 富士通エフ・アイ・ピー株式会社

賛助会員　　 　川内　晟宏　　 特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

賛助会員　　　 坂本　真人　　　一般財団法人流通システム開発センター
賛助会員　　　 梶田　　瞳　　　一般財団法人流通システム開発センター
賛助会員　　　 浅田　寿人　　　一般社団法人全国銀行協会

オブザーバー
紅林　孝彰
日本銀行金融研究所（TC68）

事 務 局
菅又　久直
一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
事 務 局       斉藤　良一
一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会

出席者17名
一般社団法人設立後初のSIPS金流商流情報連携タスクフォースが開催された。（資料：金流2015-1-01）

４．議事概要　
４－１．一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会の紹介
・2015年新たに設立された一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会を事務局菅又が紹介した。内容は目的､事業、体制、役員、事務局体制､会員などの説明を行った。（資料：金流2015-1-04）
４－２．2015年度金流商流情報連携タスクフォース委員紹介およびリーダーの選任
・今年度の委員紹介を出席者の自己紹介により行った。（資料：金流2015-1-02）

・またリーダーには遠城秀和氏が全員の賛同をもって選任された。
・以降の議事は遠城リーダーが進行する。
４－３．2014年度第4回金流商流情報連携タスクフォース議事録確認
・第4回金流商流情報連携タスクフォース議事録案（資料：金流2015-1-03）に関し、各議事の概要について確認を行った。
・主な内容は以下のとおりです。
1 2014年度の金流商流情報連携タスクフォースレポートについて

2 金流商流情報連携タスクフォースの成果と今後の活動予定

・上記議事に関する参加メンバーからの質疑はなく議事録は承認された。

４－４．2014年度金流商流情報連携タスクフォース成果報告
・2014年度の成果について､主に2014年度金流商流情報連携タスクフォースレポート「SCMにおける金流商流情報連携」（資料：金流2015-1-05）に基づき以下の説明があった。

1 ファイナンスサービスの検証について､斉藤孝平委員より説明があった。
目的は「決済における事務処理効率化」と「商流情報を活用した融資機会の拡大」。
2014年度の実績として､流通システム開発センターと小島プレス工業株式会社の協力で実証実験を行った。それぞれの実証実験結果も当レポートに掲載されている。また、ファイナンスサービス（融資活用）に関する金融機関からのヒアリング結果では､一定レベルの成果があり、材料の1つにはなるなどの報告があった。今回の実証実験の成果としては､「事務処理効率化」では、入金消込の省力化が受注側の企業では大いに見込めることが明らかになったが企業によって差がある。また、「融資機会の拡大」では、銀行の融資情報としてどの程度活用できるかや企業の情報開示に応じるインセンティブの検討など課題がある。
2 支払通知メッセージの実装内容について､遠城リーダーから説明があった。まだ完成ではないが、詳細の検討をしている。国際標準に当てはめて貰うように勧めている。プロジェクトの成果が出ていると評価している。
3 今後の標準化に向けた活動として遠城リーダーから説明があった。金流情報と商流情報の2つの標準化領域をそれぞれの国際機関に申請し、国際標準化を図って行く。

4 グローバルサプライチェーンファイナンスのニーズ調査について､貴田隆行委員より説明があった。活動実績としては､輸出入企業へのニーズヒアリングを行いその結果を纏めた。
４－５．2015年度活動計画
・2015年度の活動計画について､以下の説明があった。（資料：金流2015-1-06）
1 ファイナンスサービスの検証（遠城リーダーの説明）

2014年度の金融EDI実証を踏まえ、産業界への普及促進を図る。具体的には､
1） 企業への浸透は、企業の経理部門の戦略性認識向上や情報共有化メリットなどのセミナー等を通じた広報活動を行う。また、入金明細通知のEDI化を契機とした商流EDI（受発注､出荷納入、請求）の導入促進を行う。企業側のISO20022準拠のXMLメッセージ導入ガイドを作成し企業への働きかけを促進する。
2） 銀行への浸透は、金融機関からのヒアリングをもとに融資／モニタリングへの情報活用法の開拓を行う。
・　斉藤孝平委員から以下の補足説明があった。昨年度実証実験を行ったので、今年度に商用化検討を行うのであれば、その成果内容を外部へ紹介し､参加者の意見を貰いながら進めてはどうか。できれば､企業／銀行／ベンダー向けと分けて行うほうが良いかもしれない。そのようなセミナーやワークショップなどが有効と思われるがいかがか？。

（注）セミナー等を通じた広報活動について､事務局菅又より以下の発言あり。

今年度は、フォーラム形式とワークショップ形式と2通りの開催を考えている。フォーラムはユーザー企業向けで半日コース、ワークショップはITベンダー向けで「ビジネスインフラ・ガイドブック」の活用をはかりたい。これらは別途プロモーションチーム会合にて検討して進めていきたい。

（追）POFに関する参考資料（席上配布）の説明が兼子委員からありました。

　　１）POFについて夏にヒアリングする予定ありや。航空業界は有効か。（読売新聞の記事：次世代旅客機国が主導､部品7割国産目指す等）

　　２）インダストリー4.0について

　　　　ドイツのインダストリー4.0では金流については触れていないので､取り入れて進めたい。
３）経済産業省「ものづくりネットワーク形成支援事業」に応募した。POFなどの金融EDI連携やインダストリー4.0、国際EDI標準などをキーワードとして「ビジネスプラットフォーム」の整備事業を行う。

・是非､具体化への検討を進めて連携して行きたい。（遠城リーダー談）

2 グローバルサプライチェーンファイナンスのニーズ調査（貴田委員の説明）

・今年度もニーズの検証を進め､サービスモデル精緻化を行う。
・金融機関との意見交換

・NACCSセンターと連携した検証
3 金流商流情報連携のための国際標準化促進（事務局菅又説明）
・国連CEFACTにおける拡張支払通知メッセージ標準化
・金融サービス標準とのすり合わせ推進

・2015年11月初めに国連CEFACTのフォーラム（11月2日～6日マルセイユ）があるので、その前の10月初め頃に次回のタスクフォースを開催したい。TC68への進捗報告と意見を伺いたい。
（まとめ）遠城リーダー

・今年度の活動計画の議論は、十分でないかも知れない。従って、今後関係者に声掛けさせて頂き個別に集まってもらうようになるかも知れない。その際はよろしくご協力をお願いします。

４－６．国連CEFACT標準化プロジェクト進捗報告

・事務局菅又より説明があった。（資料：金流2015-1-07）

・拡張支払通知プロジェクトは、国連CEFACT作業ページ（Confluence WEB）に掲載され、ODP（国連CEFACT標準開発手順）に則って進められる。これから、各国からの参加者募集が始まる。
４－７．公開の方法について（検討議事）
外部への情報発信として今年度いくつか検討している。どういう形で公開していくかのご意見を頂きたい。（事務局菅又）
・公開について

　「国際連携タスクフォース」のレポート（100ページ）は、電子書籍として販売する方針で進めている。価格は1000円を予定。これはビジネスマン向けの書籍という扱い。

　「ビジネスインフラガイド」は、ベンダー向けで150ページの解説書､これに辞書（Web公開中）を付けてPDF電子書籍版にしたい。
・金流商流情報連携レポートの公開方式について

1 従来通り無償でWEB公開（主にSIPSメンバーがダウンロード）

2 電子書籍版（SIPS外部へのPRもできる）､有料だが認知度アップになる

3 参考文献もふくめるか？

・ご意見

（藤野委員）②＋③　でメンバー自身がメーリングリストやフェイスブックなどで積極的にPRするのが良い。

（川路委員）ネガティブな問題もあるのでリスクも要検討

（斉藤委員）有料販売であれば社内の確認が必要だ。そのような想定でレポート資料を作成しておらず、表現のばらつきもあり、固有名詞の記載や引用の箇所は了承や確認が必要と思われる。コピーライトや指摘のリスクの問題もある。多くの人に認知してもらうことは賛成だが、そもそも有償にする内容か、それが有効なのか不安がある。
（紅林オブザーバー）広げるという主旨から何が良いか考えるべき。電子書籍もどうか？WEBの方がよいか？「金流商流」のキーワード検索で引っ掛ける方がメリットあるのでは？
（兼子委員）マニュアルとは分けるべき
・レポートの参考資料の公開について

（兼子委員）参考３．自動車部品工業会の共同実証資料は公開について問題はありません。

（梶田委員）参考１．参考2．の共同実証資料については承認が必要なので確認させて下さい。

（遠城リーダー）著作権については今後良く議論して決めて行きたい。

（まとめ）事務局菅又

「SCMにおける金流商流情報連携」～2014年度 金流商流情報連携タスクフォースレポート～はレポート部分の３６ページを無料にしてSIPSホームページで公開。また、参考資料は直接の公開とせず、資料掲載のURLにリンクを張る。

次回のTFは10月初め頃になります。別途､ご案内します。（事務局）
以上
　
配布資料一覧：

金流2015-1-01　第1回金流商流情報連携タスクフォース議事次第
金流2015-1-02　2015年度金流商流情報連携TF委員名簿

金流2015-1-03　2014年度第4回金流商流情報連携TF議事録案

金流2015-1-04　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会
金流2015-1-05　2014年度金流商流情報連携TFレポート

金流2015-1-06　2015年度活動計画

金流2015-1-07　国連CEFACT標準化（支払通知）プロジェクト
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